
驚
き
の
選
挙
結
果
で
あ
っ
た
。
大
方
の
予
想
は
、
モ
ー
デ
ィ
ー
首
相

率
い
る
国
民
民
主
連
合

(National
Democratic Alliance 
:
 ~ 下、

N
D
A
)

が
議
席
を
減
ら
す
こ
と
は
確
実
で
、
イ
ン
ド
国
民
会
議
派
（
以
下
、
会
議

派
）
が
主
導
す
る
野
党
連
合
（
統
一
進
歩
連
合
）
が
政
権
を
奪
還
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
点
が
選
挙
予
想
の
要
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
雇
用
問
題
の
解
決
を
掲
げ
て
二

0
一
四
年
総
選
挙
で
圧
勝
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
失
業
率
は
一
九
七
二
年
度
以
来
最
悪
を
記
録
し
た

と
報
じ
ら
れ
（
政
府
は
調
査
結
果
の
公
表
を
拒
否
）
、
経
済
的
合
理
性
か
ら

は
お
よ
そ
説
明
で
き
な
い
高
額
紙
幣
廃
止
を
唐
突
に
実
施
し
て
経
済
の

大
混
乱
を
招
き
、
経
済
改
革
の
柱
と
し
て
掲
げ
た
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
税

(
G
S
T
)
制
度
の
改
革
が
伝
統
的
な
支
持
基
盤
で
あ
る
商
人
層
を
困
惑

さ
せ
て
い
る
現
状
を
考
え
れ
ば
、
モ
ー
デ
ィ
ー
の
敗
北
を
予
想
す
る
見

方
に
説
得
力
は
あ
っ
た
。
昨
年
末
の
州
議
会
選
挙
で
、

N
D
A
の
中
心

ぜ
ー

デ
ィ圧

勝
で
あ
る
イ
ン
ド
人
民
党

(Bharatiya
Janata Party :
 以下
、

B
J
P
)
が
盤
石

の
基
盤
を
築
い
て
き
た
イ
ン
ド
中
央
部
の
マ
デ
イ
ヤ
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ

州
、
チ
ャ
ッ
テ
ィ
ー
ス
ガ
ル
州
で
敗
北
し
、
さ
ら
に
北
部
の
ラ
ー
ジ
ャ

ス
タ
ー
ン
州
ま
で
失
っ
た
事
が
、
こ
の
予
想
に
現
実
味
を
与
え
た
。

し
か
し
、
選
挙
結
果
は
、
予
想
を
大
き
く
裏
切
る
形
と
な
っ
た
。

B

J
P
は
当
初
の
二
八
二
議
席
か
ら
減
ら
す
ど
こ
ろ
か
五
四
二
議
席
（
定

数
は
五
四
三
議
席
）
中
―
―

1
0三
議
席
を
獲
得
し
、
政
権
基
盤
を
盤
石
に
し

た
。
対
す
る
会
議
派
は
議
席
を
増
や
し
た
も
の
の
、
統
一
進
歩
連
合
は

1
0
 0議
席
に
も
届
か
ず
、
政
権
交
代
を
迫
る
ど
こ
ろ
の
話
で
は
な
か

っ
た
。
「
再
び
モ
ー
デ
ィ
ー
政
権
を
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
前
回
を

上
回
る
圧
勝
で
モ
ー
デ
ィ
ー
を
再
任
さ
せ
た
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
結

果
に
な
っ
た
の
か
。

ま
ず
、
選
挙
結
果
を
概
観
し
て
み
よ
う
（
表
1
)
。
地
域
的
な
広
が
り

し

た

ー
ま,．＇ 

な
か
み
ぞ
・
か
ず
や
一
九
七

0
年
生
ま
れ
。
京

都
大
学
教
授
。
イ
ン
ド
現
代
政
治
を
専
門
と
し
、

一
九
九
六
年
総
選
挙
以
来
、
イ
ン
ド
総
選
挙
を
継
続

し
て
調
査
。
著
書
に
『
イ
ン
ド
晏
力
と
民
主
主
義

ー
一
党
優
位
支
配
の
崩
壊
と
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ

中
溝
和
弥

m̀
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表 1 2019年インド下院選挙結果

州 議数 BJP' 口云議派合 連口党
ハリヤーナー州 [10] 10 (+3) 0 (HJ O (!2) 
ヒマーチャル・プラデーシュ州 [4] 4 (-) 0 (-) 0 (-) 

北ジャンムー・カシミール州[6] 3 (-) 3 (+3) 0 (!3) 
パンジャープ州 [13] 4 (!2) 8 (+5) 1 (!3) 

部ウッタル・プラデーシュ州 [80] 64 (心） 1 (HJ 15 {+10) 
ウッタラーカンド州 [5] 5 (-) 0 (-) 0 (-) 
ラージャスターン州 [25] 25 - 0 - 0 -

中チャッティースガル州 [11] 9 (HJ 2 {+l) 0 (-) 
央マディヤ・プラデーシュ州 [29] 28 』 1 H O -

ゴア州 [2] 1 (HJ 1 (+l) 0 (-) 
西 グジャラート州 [26] 26 {-) 0 {-) 0 (-) 
部 マハーラーシュトラ州[48] 41 - 6 H 1 + 1 

ピハール州 [40] 39 (+9) 1 (応） 0 (HJ 
叫ジャールカンド州 [14] 12 (-) 2 (-) 0 (-) 
部オディシャ州 [21] 8 (+7) 1 (+l) 12 (!8) 

西ベンガル州 [42] 18 +16 2 ,2 22'14 
アルナーチャル・プラデーシュ州 [2] 2 (+l) 0 (HJ O (-) 
アッサム州 [14] 9 (+2) 3 (-) 2 (!2) 
マニプル州 [2] 1 (+l) 0 (立） 1 (+l) 

北 メガラヤ州 [2] 0 (-) 1 (-) 1 (-) 
東 =、.Iラム州 [l] 0 (-) 0 (-) 1 (-) 部、

ナガランド州 [l] 1 (+l) 0 (-) 0 (HJ 
シッキム州 [l] 0 (-) 0 (-) 1 (-) 
トリプラ州 [2] 2 +2 0 - 0 立
アーンドラ・ ラデーシュ州 [25] 0 (!2) 0 (-) 25 (+2) 

南カルナータカ州 [28] 26 (+9) 2 (!9) 0 (-) 
ケーララ州 [20] 0 (-) 18 (+7) 2 (バ）

部タミル・ナードゥ州 [38] 1 (!37) 33 (+33) 4 (+4) 
テーランガーナー州 [17] 4 +3 3 +l 10 •4 
アンダマン・ニコバル- [l] 0 (HJ 1 (+l) 0 (-) 

連チャンディガル [l] 1 (-) 0 (-) 0 (-) 
邦ダドラ・ナガル・ハヴェリ [l] 0 (HJ O (-) 1 (+l) 
直ダマン・ディウ [l] 1 (-) 0 (-) 0 (-) 
轄デリー [7] 7 (-) 0 (-) 0 (-) 
地ラクシャドウィープ [l] 0 (-) 0 (-) 1 (-) 

プドゥチェリ [l] 0 H 1 』 0 -

I全インド [542J I 352 <-l 90 <+28) 100 <•28) 
2019年選挙の各政党の獲得議席数を示した。（ ）内に、 2014年選挙における獲
得議席数との差を示した。
出典 htt ps://,..-ww. ndrv.com/ elect ions/lok-sabha-sears-srare-wise-resulrs-20l9-vs-2014 
(2019年 6月17日アクセス。なお、原表では会議派連合の総数は 91、非連合政
党の総数は 99となっているが、計算の誤りと思われる）

か
ら
確
認
し
た
い
。

B
J
P
が
強
い
地
盤
を
持
っ
て
い
た
の
は
、
北
部

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
圏
、
そ
し
て
マ
ハ
ー
ラ
ー
シ
ュ
ト
ラ
州
や
モ
ー
デ
ィ
ー

首
相
の
お
膝
元
で
あ
る
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
な
ど
イ
ン
ド
西
部
で
あ
る
が
、

今
回
の
選
挙
で
は
、
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
で
の
圧
勝
に
見
ら
れ
る
様
に
、

南
イ
ン
ド
で
も
基
盤
を
築
き
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
影
響
力
が
限
ら
れ

て
い
た
東
部
（
西
ベ
ン
ガ
ル
州
、
オ
デ
ィ
シ
ャ
州
）
、
さ
ら
に
北
東
部
（
ア
ッ

サ
ム
州
な
ど
）
に
も
着
実
に
影
響
力
を
広
め
つ
つ
あ
る
。
対
照
的
に
、
ア

ー
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
、
ケ
ー
ラ
ラ
州
、
タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ

州
な
ど
南
部
諸
州
で
は
ほ
と
ん
ど
議
席
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。
ビ
ン

ド
ゥ
ー
至
上
主
義
に
対
す
る
警
戒
心
が
強
い
南
イ
ン
ド
で
は
、

B
J
P

が
直
面
す
る
壁
が
依
然
と
し
て
高
い
こ
と
が
今
回
も
確
認
さ
れ
た
。

と
は
い
え
、

B
J
P
の
勢
力
が
全
国
を
覆
い
つ
つ
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
か
つ
て
会
議
派
は
、
連
邦
政
府
議
会
と
各
州
議
会
で
過
半

数
を
大
き
く
上
回
る
議
席
を
保
持
し
、
「
会
議
派
シ
ス
テ
ム
」
と
称
さ

れ
る
安
定
し
た
支
配
を
実
現
し
た
。
そ
の
後
、
会
議
派
の
影
響
力
は

徐
々
に
低
下
し
、
一
九
八
九
年
下
院
選
挙
以
来
現
在
に
至
る
ま
で
、
過

半
数
を
獲
得
で
き
て
い
な
い
。
代
わ
っ
て
台
頭
し

た
の
が

B
J
P
で
あ
る
。
単
独
で
三

0
三
議
席
を

獲
得
し
た
の
は
、
一
九
八
四
年
下
院
選
挙
の
会
議

派
以
来
で
あ
り
、
会
議
派
シ
ス
テ
ム
な
ら
ぬ

B
J

P
シ
ス
テ
ム
の
到
来
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
そ
も
そ
も
B
J
P
は
、
国
父
マ
ハ
ー
ト

マ
ー
・
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
の
暗
殺
者
が
、

B
J
P
の

親
団
体
で
あ
る
民
族
義
勇
団
（
以
下
、

R
S
S
)
に

か
つ
て
所
属
し
て
い
た
こ
と
か
ら
「
イ
ン
ド
政
治

の
不
可
触
民

(
u
n
t
o
u
c
h
a
b
l
e
)
」
と
し
て
タ
プ
ー
視

さ
れ
て
い
た
。
そ
の

B
J
P
が
、
な
ぜ
こ
こ
ま
で

強
く
な
っ
た
の
か
。
最
初
に
歴
史
的
経
緯
を
簡
単

に
振
り
返
り
た
い
。
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冒
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
民
族
」
論

B
J
P
の
前
身
の
イ
ン
ド
大
衆
連
盟
は
、
イ
ン
ド
最
初
の
総
選
挙
が

行
な
わ
れ
た
一
九
五
一
年
に
結
成
さ
れ
た
。
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
暗
殺
後
、

禁
止
団
体
に
指
定
さ
れ
た

R
S
S
が
政
治
権
力
の
重
要
性
を
痛
感
し
た

こ
と
に
加
え
、
何
よ
り
も
、
イ
ン
ド
を
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
民
族

(
H
i
n
d
u

R
g
 
h
t
r
a
)

」
の
国
に
す
る
と
い
う
彼
ら
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
政

治
権
力
の
獲
得
が
欠
か
せ
な
い
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
初
の
一
九

五
一
年
総
選
挙
で
は
、
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
暗
殺
の
衝
撃
が
冷
め
や
ら
ぬ
な

か
惨
敗
し
、
わ
ず
か
三
議
席
の
獲
得
に
と
ど
ま
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
彼
ら
の
定
義
す
る
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
民
族
」
と
は
何
か
。
彼

ら
が
現
在
で
も
そ
の
思
想
の
拠
り
所
と
す
る
V
•
D

・
サ
ー
ヴ
ァ
ル
カ

ル
の
H
i
n
d
u
g
d
(
H
i
n
d
u
n
e
s
s
:
 .l.l
ン
ド
ゥ
ー
性
、
一
九
二
三
年
）
は
、
共
通
の
民

族
、
共
通
の
人
種
、
共
通
の
文
化
を
持
ち
、
イ
ン
ド
が
父
な
る
土
地
で
あ

る
ば
か
り
で
な
く
聖
地
で
あ
る
人
々
と
定
義
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

イ
ス
ラ
ー
ム
や
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
人
々
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
と
同

じ
父
な
る
土
地
に
生
ま
れ
、
文
化
を
共
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

聖
地
が
イ
ン
ド
の
外
に
あ
る
た
め
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
と
は
な
り
得
な
い
。

サ
ー
ヴ
ァ
ル
カ
ル
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
内
部
の
様
々
な
分
派
を
統
合

し
、
か
つ
仏
教
徒
や
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
、
ス
イ
ク
教
徒
ま
で
取
り
込
む
た

め
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
定
義
を
か
な
り
広
く
取
っ
て
工
夫
し
て
い
る
が
、

そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
彼
ら
の
言
う
外
来
の
宗
教
、
す
な
わ
ち
、
イ

イ
ン
ド
現
代
政
治
の
展
開
ー~
B
J
P

と
は
何
か

ス
ラ
ー
ム
や
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
排
他
性
が
か
え
っ
て
際
立
っ
て
い
る
。

露
骨
な
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
至
上
主
義
の
思
想
は
、
独
立
当
初
は
、
選
挙
結

果
が
示
す
と
お
り
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ネ
ル
ー
率
い
る
会
議
派

政
権
が
国
民
に
約
束
し
た
の
は
、
宗
教
の
違
い
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
世
俗
国
家
の
建
設
で
あ
り
、
各
宗
教
に
対
す
る
平
等
な
待
遇

の
保
証
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
版
の
世
俗
主
義
（
セ
キ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
）
は
、

民
主
主
義
、
社
会
主
義
と
並
ぶ
国
家
の
甚
本
方
針
と
し
て
会
議
派
シ
ス

テ
ム
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
。

冒
B
J
P
の
勃
興

そ
れ
で
は
何
ゆ
え
、

B
J
P
が
台
頭
で
き
た
の
か
。
第
一
の
要
因
は
、

独
立
後
の
社
会
経
済
的
構
造
変
動
で
あ
る
。
独
立
当
初
の
会
議
派
の
支

配
は
、
伝
統
的
支
配
を
民
主
主
義
で
正
当
化
す
る
保
守
的
な
側
面
を
持

っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
農
村
人
口
が
八
割
を
超
え
る
な
か
で
、
会
議

派
は
農
村
の
有
力
者
で
あ
る
上
位
カ
ー
ス
ト
地
主
に
庇
護
を
与
え
、
上

位
カ
ー
ス
ト
地
主
は
配
下
の
下
層
民
の
票
を
取
り
ま
と
め
て
応
え
る
と

い
う
互
酬
関
係
が
成
立
し
、
会
議
派
の
安
定
的
な
支
配
を
支
え
て
い
た
。

し
か
し
、
経
済
危
機
を
経
て
「
緑
の
革
命
」
が
導
入
さ
れ
る
と
、
こ
れ

を
積
極
的
に
導
入
し
た
後
進
カ
ー
ス
ト
農
民
（
後
進
カ
ー
ス
ト
は
、
カ
ー
ス

ト
制
度
で
は
中
位
に
位
置
す
る
）
が
次
第
に
経
済
力
を
蓄
え
て
き
た
。
相
対

的
に
上
位
カ
ー
ス
ト
地
主
の
権
力
は
低
下
し
、
こ
れ
に
頼
る
会
議
派
の

か
げ

集
票
能
力
に
も
磐
り
が
見
え
始
め
た
。
後
進
カ
ー
ス
ト
は
、
彼
ら
に
対

す
る
留
保
制
度
の
実
現
を
掲
げ
る
社
会
主
義
政
党
を
次
第
に
支
持
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
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第
二
が
、

B
J
P
の
過
激
化
で
あ
る
。
イ
ン
ド
を
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
民

族
」
の
国
に
す
る
た
め
に
は
、
民
主
主
義
体
制
の
も
と
で
は
選
挙
に
勝

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

B
J
P
は
、
そ
の
た
め
に
、
か
つ
て
の
藩
王

な
ど
旧
エ
リ
ー
ト
層
の
取
り
込
み
と
同
時
に
、
雌
牛
保
護
運
動
な
ど
宗

教
シ
ン
ポ
ル
を
掲
げ
た
大
衆
動
員
を
展
開
す
る
。
と
り
わ
け
、
一
九
六

六
年
の
雌
牛
保
護
運
動
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
い
て
聖
な
る
存
在
と

さ
れ
る
雌
牛
を
他
教
徒
（
主
と
し
て
ム
ス
リ
ム
）
に
よ
る
「
屠
殺
」
か
ら

守
れ
と
訴
え
、
数
十
万
人
の
動
員
に
成
功
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

翌
年
に
行
な
わ
れ
た
一
九
六
七
年
選
挙
で
は
、
わ
ず
か
に
三
五
議
席
の

獲
得
に
と
ど
ま
っ
た
。
限
界
を
感
じ
た
B
J
P
は
、
一
九
七

0
年
代
半

ば
の
反
会
議
派
運
動
で
他
の
非
会
議
派
政
党
と
の
連
携
を
強
化
す
る
一

方
で
、
よ
り
過
激
な
宗
教
的
動
員
を
仕
掛
け
る
戦
略
に
転
換
す
る
。
象

徴
と
な
っ
た
の
が
ア
ヨ
ー
デ
ィ
ヤ
動
員
で
あ
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
聖
地

ア
ヨ
ー
デ
ィ
ヤ
に
建
つ
モ
ス
ク
を
破
壊
し
、
新
た
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院

（
ラ
ー
ム
寺
院
）
を
建
設
す
る
こ
と
を
訴
え
た
運
動
は
、
一
九
八

0
年
代

後
半
に
数
多
く
の
宗
教
暴
動
を
引
き
起
こ
し
た
。
暴
力
に
よ
っ
て
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
・
ム
ス
リ
ム
間
の
分
断
を
深
め
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
団
結
を
訴
え

て
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
票
」
に
取
り
ま
と
め
て
い
く
手
法
は
、
現
在
に
至
る

B
J
P
の
常
套
手
段
と
な
っ
て
い
く
。

第
三
が
、
会
議
派
に
よ
る
宥
和
策
で
あ
る
。
会
議
派
は
、
セ
キ
ュ
ラ

リ
ズ
ム
の
護
持
を
憲
法
に
書
き
込
ん
だ
党
と
し
て
、
一
九
七

0
年
代
ま

で
は
宗
教
の
政
治
的
争
点
化
を
避
け
る
努
力
を
行
な
っ
て
き
た
。
し
か

し
、
一
九
八

0
年
代
以
降
支
持
基
盤
が
弱
体
化
し
、
さ
ら
に
パ
ン
ジ
ャ

ー
ブ
州
に
お
け
る
分
離
独
立
運
動
が
激
化
す
る
と
、
自
ら
宗
教
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
争
点
化
に
道
を
開
く
こ
と
に
な
る
。
会
議
派
が
目

指
し
た
の
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
過
激
派
と
ム
ス
リ
ム
保
守
派
双
方
の
要
求

を
呑
む
こ
と
で
両
宗
教
か
ら
支
持
を
取
り
付
け
よ
う
と
す
る
宥
和
策
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
パ
ン
ド
ラ
の
箱
を
開
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
会
議

派
は
一
九
八
九
年
下
院
選
挙
の
最
中
に
起
こ
っ
た
大
宗
教
暴
動
の
責
任

を
厳
し
く
問
わ
れ
、
伝
統
的
支
持
基
盤
で
あ
っ
た
ム
ス
リ
ム
の
支
持
を

失
う
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
支
持
は

B
J
P
な
い
し
社
会
主
義
政
党
に
奪
わ

れ
、
会
議
派
の
一
党
優
位
支
配
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と
に
な
る
。

I

B

J

P
の
奪
権

対
し
て
B
J
P
は
、
一
九
八
四
年
下
院
選
挙
で
の
わ
ず
か
二
議
席
か

ら
急
成
長
し
、
一
九
九
六
年
下
院
選
挙
で
一
六
一
議
席
を
獲
得
し
て
つ

い
に
第
一
党
に
躍
り
出
た
。
信
任
投
票
を
乗
り
切
れ
な
か
っ
た
た
め
初

の
B
J
P
政
権
は
二

1

一
日
で
終
わ
る
が
、
一
九
九
八
年
下
院
選
挙
で
は

政
党
連
合
を
結
成
し
て
一
八
二
議
席
を
獲
得
し
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ペ
ー
イ
ー

を
首
相
と
し
て
本
格
的
な
政
権
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
翌
一
九
九
九

年
下
院
選
挙
で
は
、
政
党
連
合
を
発
展
さ
せ
て
N
D
A
を
結
成
し
、
ニ

0
0四
年
下
院
選
挙
ま
で
任
期
を
全
う
す
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
一
九
九

0
年
代
の

B
J
P
の
議
席
が
過
半
数
を
超
え
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
要
因
と
し
て
三
つ
指
摘
で
き
る
。

第
一
が
、
後
進
カ
ー
ス
ト
の
台
頭
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
後
進

カ
ー
ス
ト
は
一
九
七

0
年
代
か
ら
徐
々
に
力
を
蓄
え
、
会
議
派
支
配
を

切
り
崩
し
て
い
っ
た
。
一
九
九

0
年
代
に
は
、
北
イ
ン
ド
を
中
心
と
し
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て
後
進
カ
ー
ス
ト
が
上
位
カ
ー
ス
ト
の
支
配
を
覆
す
下
剋
上
の
時
代
が

訪
れ
る
。
後
進
カ
ー
ス
ト
に
対
す
る
留
保
制
度
を
め
ぐ
る
両
者
の
激
し

い
対
立
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
社
会
を
分
断
し
た
。

第
二
が
、

B
J
P
内
部
の
権
力
構
造
で
あ
る
。

B
J
P
は
元
々
「
バ

ラ
モ
ン
と
パ
ニ
ア
の
党
」
と
呼
ば
れ
た
様
に
、
支
持
基
盤
は
バ
ラ
モ
ン

を
中
心
と
す
る
上
位
カ
ー
ス
ト
と
商
人
カ
ー
ス
ト
（
バ
ニ
ア
）
に
偏
っ

て
い
た
。
後
進
カ
ー
ス
ト
の
台
頭
を
受
け
、
彼
ら
を
党
幹
部
や
州
首
相

に
任
命
す
る
な
ど
し
て
取
り
込
も
う
と
懸
命
に
努
力
す
る
が
、
バ
ラ
モ

ン
を
中
心
と
す
る
上
位
カ
ー
ス
ト
の
党
と
い
う
性
格
を
拭
え
な
か
っ
た
。

最
後
が
、
宗
教
的
少
数
派
の
迫
害
で
あ
る
。
宗
教
暴
動
の
歴
史
を
振

り
返
る
と
、

B
J
P
が
政
権
の
座
に
あ
る
時
に

R
S
S
と
そ
の
関
連
組

織
（
と
り
わ
け
世
界
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
協
会
）
が
宗
教
暴
動
を
引
き
起
こ
す
パ
タ

ー
ン
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ペ
ー
イ
ー
政
権
期
で
も

同
様
で
あ
っ
た
。
二

0
0二
年
の
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
大
虐
殺
は
、
政
府
の

集
計
で
も
一
―
八

0
名
が
盾
殺
さ
れ
る
（
犠
牲
者
の
多
く
は
ム
ス
リ
ム
）
大

惨
事
と
な
っ
た
。
当
時
、
州
首
相
を
務
め
て
い
た
の
が
モ
ー
デ
ィ
ー
で

あ
り
、
虐
殺
を
防
ぐ
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
彼
は
、
そ
の
責
任
を
国
内

外
か
ら
厳
し
く
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
ア
メ
リ
カ
は
モ
ー
デ
ィ
ー
に
入

国
禁
止
措
置
を
取
っ
た
）
。
こ
れ
が
二
年
後
の
二

0
0四
年
総
選
挙
に
お
け

る
B
J
P
の
敗
北
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
ヴ
ァ
ー

ジ
ペ
ー
イ
ー
は
、
「
私
た
ち
の
敗
北
を
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

暴
力
（
二

0
0
二
年
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
大
虐
殺
）
が
一
っ
の
要
因
で
あ
っ
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
」
と
悔
や
ん
だ
。

モ
ー
テ
ィ
ー
と
は
何
者
か

昌
モ
ー
デ
イ
ー
の
登
場

そ
れ
で
は
何
ゆ
え
、
二

0
0四
年
総
選
挙
敗
北
の
責
任
者
と
暗
に
指

弾
さ
れ
た
モ
ー
デ
ィ
ー
が
二

0
一
三
年
に
首
相
候
補
に
な
れ
た
の
か
。

そ
の
背
景
に
は
、

B
J
P
の
低
落
と
後
継
者
不
在
が
あ
る
。
二

0
0

四
年
総
選
挙
で
は
一
三
八
議
席
と
議
席
を
落
と
し
て
政
権
を
失
い
、
ニ

0
0九
年
総
選
挙
で
は
一
―
六
議
席
と
さ
ら
に
議
席
を
落
と
し
た
。
ヴ

ァ
ー
ジ
ペ
ー
イ
ー
に
次
ぐ
指
導
者
と
し
て
長
年
B
J
P
を
牽
引
し
て
き

た
ア
ー
ド
ヴ
ァ
ー
ニ
ー
も
高
齢
化
し
、
首
相
候
補
と
し
て
の
魅
力
も
失

せ
て
い
た
。
次
世
代
の
指
導
者
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
マ
ハ
ー
ジ
ャ

ン
は
弟
に
射
殺
さ
れ
、
リ
ー
ダ
ー
不
在
の
状
態
が
続
い
て
い
た
。

そ
う
し
た
状
況
下
で
、
着
々
と
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
っ
た
の
が
モ

ー
デ
ィ
ー
で
あ
る
。
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
大
虐
殺
の
十
力
月
後
に
行
な
わ
れ

た
州
議
会
選
挙
で
、
モ
ー
デ
ィ
ー
は
ム
ス
リ
ム
、
パ
キ
ス
タ
ン
ヘ
の
敵

対
心
を
前
面
に
押
し
出
し
た
選
挙
戦
で
圧
勝
し
、
権
力
基
盤
を
固
め
た
。

そ
の
後
は
政
策
の
重
点
を
経
済
成
長
に
切
り
替
え
、
実
績
を
上
げ
て
い

く
。
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
の
経
済
成
長
率
は
イ
ン
ド
平
均
を
上
回
り
、
ニ

0
0七
年
、
二

0
―
二
年
の
州
議
会
選
挙
で
勝
利
を
重
ね
て
い
っ
た
。

二
0
一
四
年
総
選
挙
で
モ
ー
デ
ィ
ー
が
掲
げ
た
「
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
・
モ

デ
ル
」
は
、
当
時
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
陥
っ
て
い
た
イ
ン
ド
に
お

い
て
実
に
魅
力
的
で
あ
っ
た
。

モ
ー
デ
ィ
ー
は
、

B
J
P
が
長
年
の
課
題
と
し
て
き
た
下
層
階
層
の
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取
り
込
み
に
も
成
功
し
た
。
モ
ー
デ
ィ
ー
自
身
が
後
進
カ
ー
ス
ト
出
身

で
あ
り
、

B
J
P
の
上
位
カ
ー
ス
ト
支
配
に
風
穴
を
空
け
る
象
徴
的
な

意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
。
事
実
、
選
挙
戦
で
は
、
自
ら
の
出
自
と
共

に
露
店
の
茶
売
り
を
し
て
い
た
経
歴
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
貧
し

い
人
の
心
が
分
か
る
人
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
大
々
的
に
売
り
出
さ
れ

た
。
二

0
一
四
年
総
選
挙
で
は
、
後
進
カ
ー
ス
ト
、
ダ
リ
ト
（
か
つ
て

の
不
可
触
民
）
の
支
持
を
得
た
こ
と
が
B
J
P
勝
利
の
決
め
手
と
な
っ
た

が
、
モ
ー
デ
ィ
ー
を
首
相
候
補
と
し
て
擁
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
票
」
が
形
を
取
り
始
め
た
と
指
摘
で
き
る
。

麗
モ
ー
デ
ィ
ー
政
治
の
特
質

モ
ー
デ
ィ
ー
政
治
は
二
つ
の
刀
を
持
つ
。
―
つ
は
、
経
済
改
革
者
と

し
て
の
刃
で
あ
り
、
も
う
―
つ
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
至
上
主
義
者
と
し
て
の

刃
で
あ
る
。
第
一
の
刃
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
過
剰
と
も
い
え
る
ほ

ど
報
道
さ
れ
て
お
り
、
詳
述
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
イ
ン
ド
経
済

に
お
い
て
ネ
ッ
ク
と
さ
れ
て
き
た
の
が
「
雇
用
な
き
成
長
」
で
あ
る
。

モ
ー
デ
ィ
ー
は
、
若
年
層
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
製
造
業
振
興
を
狙

っ
た
「
メ
ー
ク
・
イ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
」
を
打
ち
出
し
、
経
済
改
革
の

柱
と
し
た
。
併
せ
て
、
海
外
か
ら
の
直
接
投
資
を
増
や
す
た
め
の
環
境

を
整
備
し
、
州
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
税
制
を
統
一
す
る
物
品
・
サ

ー
ビ
ス
税
制
度

(
G
S
T
)
を
導
入
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
国
内
外
の
資

本
家
、
投
資
家
か
ら
は
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
実
績
に
大
き

な
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
至
上
主
義
者
と
し
て
の
刀
は
、
日
本
で
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
モ
ー
デ
ィ
ー
は
、

R
S
S
の
生
え
抜
き
で
あ
り
、

B
J
P
の
な
か
で
は
前
述
の
ア
ー
ド
ヴ
ァ
ー
ニ
ー
に
代
表
さ
れ
る
強
硬

派
に
属
す
る
。
モ
ー
デ
ィ
ー
政
権
下
で
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
至
上
主
義
の
戦

略
は
隠
密
化
へ
と
大
き
く
転
換
し
た
。

典
型
的
な
例
が
、
自
警
団
組
織
で
あ
る
「
雌
牛
保
護
団
」
の
活
動
で

あ
る
。
前
述
の
様
に
、
雌
牛
保
護
運
動
は
、

B
J
P
に
と
っ
て
重
要
な

動
員
の
糧
で
あ
っ
た
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
と
っ
て
雌
牛
は
聖
な
る
存
在

と
さ
れ
る
一
方
で
、
牛
の
飼
育
数
（
水
牛
を
含
む
）
で
世
界
一
を
誇
る
こ

と
か
ら
、
イ
ン
ド
は
世
界
最
大
の
牛
肉
輸
出
国
で
あ
っ
た
。
伝
統
的
に

牛
の
屠
畜
、
牛
肉
の
生
産
を
担
っ
て
き
た
の
が
ム
ス
リ
ム
で
あ
り
、
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
の
農
民
も
不
要
と
な
っ
た
牛
の
処
理
を
彼
ら
に
頼
っ
て
き
た
。

雌
牛
保
護
団
は
、
こ
の
共
生
関
係
に
目
を
付
け
た
。

モ
ー
デ
ィ
ー
政
権
の
誕
生
後
、
雌
牛
保
護
団
に
よ
る
ム
ス
リ
ム
ヘ
の

憎
悪
犯
罪
（
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
）
が
顕
著
に
な
っ
た
。
農
家
か
ら
牛
を
屠

畜
場
へ
運
ぶ
ト
ラ
ッ
ク
を
捕
捉
し
、
時
に
は
運
転
手
を
殴
り
、
警
察
に

引
き
渡
す
。
州
に
よ
っ
て
は
、
牛
の
屠
畜
を
禁
止
す
る
法
律
が
存
在
す

る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
家
の
代
理
人
と
し
て
の
活
動
を
展
開

す
る
一
方
、
酷
い
場
合
に
は
、
牛
を
屠
畜
し
た
、
も
し
く
は
牛
肉
を
所

持
し
て
い
る
と
い
う
噂
だ
け
で
ム
ス
リ
ム
を
リ
ン
チ
し
、
殺
害
す
る
事

件
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
雌
牛
に
関
す
る
憎
悪
犯
罪
の
件
数
調

査
は
、
モ
ー
デ
ィ
ー
政
権
下
で
全
イ
ン
ド
に
わ
た
っ
て
事
件
が
増
加
し

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

雌
牛
保
護
団
に
よ
る
ム
ス
リ
ム
の
迫
害
に
は
、
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
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第
一
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
は
死
者
が
出
た
と
し
て
も
一
名
、
二
名
と

規
模
が
小
さ
い
た
め
、
宗
教
暴
動
ほ
ど
の
注
目
を
集
め
な
い
。
第
二
に
、

活
動
の
主
体
は
あ
く
ま
で
も
自
警
団
組
織
で
あ
る
た
め
、
政
府
は
関
与

を
否
定
で
き
る
。
雌
牛
保
護
団
に
よ
る
ム
ス
リ
ム
の
リ
ン
チ
事
件
が
大

き
く
報
じ
ら
れ
た
の
は
二

0
一
五
年
で
あ
っ
た
が
、
モ
ー
デ
ィ
ー
は
沈

黙
を
貫
い
た
。
彼
が
雌
牛
保
護
団
を
非
難
す
る
声
明
を
発
表
し
た
の
は
、

二
0
一
六
年
七
月
に
お
膝
元
の
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
ウ
ナ
で
起
こ
っ
た
雌

牛
保
護
団
に
よ
る
ダ
リ
ト
（
か
つ
て
の
不
可
触
民
）
の
鞭
打
ち
事
件
の
後

で
あ
る
。
映
像
が

S
N
S
上
で
広
く
拡
散
さ
れ
た
た
め
、
抗
議
運
動
が

激
化
し
、
ダ
リ
ト
票
を
無
視
で
き
な
い
モ
ー
デ
ィ
ー
が
よ
う
や
く
重
い

腰
を
上
げ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
後
も
事
件
は
更
に
増
加
し
て
お
り
、
モ

ー
デ
ィ
ー
政
権
は
自
警
団
の
活
動
を
基
本
的
に
放
置
し
て
い
る
。

雌
牛
保
護
団
が
社
会
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。
ム
ス
リ
ム
の
屠
畜

業
者
は
攻
撃
を
恐
れ
て
牛
の
購
入
を
控
え
始
め
、
屠
畜
業
者
の
み
な
ら

ず
、
牛
を
売
っ
て
い
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
農
民
も
大
き
な
被
害
を
受
け
る
こ

と
と
な
っ
た
。
ム
ス
リ
ム
ヘ
の
影
響
は
よ
り
深
刻
で
あ
る
。
一
例
と
し

て
、
二

0
一
七
年
九
月
に
イ
ン
ド
東
部
ビ
ハ
ー
ル
州
で
起
こ
っ
た
事
件

を
挙
げ
て
み
よ
う
。
発
端
は
、
運
河
に
牛
の
死
骸
が
捨
て
ら
れ
て
い
る

の
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
県
庁
幹
部
、
警
察
が
通
報
を
受
け

て
駆
け
つ
け
る
な
か
、
地
元
の
自
警
団
組
織
は
ム
ス
リ
ム
の
仕
業
で
あ

る
と
し
、
県
幹
部
の
公
用
車
を
襲
撃
し
、
地
元
の
商
店
街
に
抗
議
の
ス

ト
ラ
イ
キ
を
強
要
し
た
。
宗
教
暴
動
へ
発
展
す
る
危
険
性
を
危
惧
し
た

県
長
官
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
停
止
を
含
む
迅
速
な
措
置
を
取
っ

た
た
め
宗
教
暴
動
は
防
が
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
、
自
警
団
組
織
に
よ

る
脅
迫
は
日
常
化
し
て
い
る
。
ム
ス
リ
ム
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
な
事
情
で
自
分
が
攻
撃
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
恐
怖
の
も
と
に
お

か
れ
て
お
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
に
よ
る
ム
ス
リ
ム
の
抑
圧
が
、
持
続
的
、

か
つ
広
範
囲
に
及
ぶ
状
況
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
至
上

主
義
的
状
況
が
出
現
し
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
モ
ー
デ
ィ
ー
の
も
と
、

B
J
P
の
戦
略
は
、
大
規
模
な
暴

動
を
起
こ
し
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
優
位
を
示
す
と
い
う
顕
示
的
な
戦
略
か

ら
、
よ
り
目
立
た
な
い
形
で
ム
ス
リ
ム
に
暴
力
を
行
使
し
、
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
に
対
す
る
服
従
を
確
保
す
る
形
で
隠
密
化
し
た
と
指
摘
で
き
る
。

こ
の
変
化
に
は
、
二

0
0
二
年
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
大
虐
殺
で
の
モ
ー
デ

ィ
ー
個
人
の
経
験
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ン
ド

経
済
の
成
長
の
た
め
に
海
外
か
ら
の
投
資
が
欠
か
せ
な
い
現
状
に
お
い

て
、
二

0
0
二
年
を
繰
り
返
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、

R
S
S
、

B
J
P
内
で
の
支
持
を
固
め
る
た
め
に
は
、
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
民
族
」
か

ら
構
成
さ
れ
る
イ
ン
ド
を
実
現
す
る
た
め
に
走
り
続
け
て
い
る
姿
を
見

せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
の
ジ
レ
ン
マ
を
解
消
す
る
方
法
が
、
憎
悪

犯
罪
を
看
過
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
第
一
に
、
国
際
社
会
か

ら
非
難
を
受
け
に
く
い
、
第
二
に
、
ム
ス
リ
ム
ヘ
の
抑
圧
を
継
続
し
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
支
持
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
い
わ
ば
一

石
二
鳥
の
効
果
を
持
っ
て
い
る
。

冒
モ
ー
テ
ィ
ー
の
「
選
挙
戦
」

以
上
、
モ
ー
デ
ィ
ー
政
治
の
両
側
面
を
検
討
し
て
き
た
。
両
側
面
を
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貰
く
の
が
、
選
挙
に
勝
つ
た
め
な
ら
手
段
を
選
ば
な
い
と
い
う
信
念
で

あ
る
。
典
型
的
な
例
が
、
二

0
一
六
年
―
一
月
に
唐
突
に
実
施
さ
れ
た

高
額
紙
幣
廃
止
で
あ
る
。
流
通
し
て
い
る
現
金
の
約
八
五
％
を
一
夜
に

し
て
使
え
な
く
す
る
と
い
う
決
定
は
、
経
済
の
大
混
乱
を
招
き
、
パ
ニ

ッ
ク
に
陥
っ
た
市
民
に
よ
る
自
殺
や
殺
人
事
件
ま
で
発
生
し
た
。
モ
ー

デ
ィ
ー
政
権
の
説
明
も
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
対
策
や
テ
ロ
対
策
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進
な
ど
二
転
三
転
し
、
説
得
力
に
欠
け
た
。
政
権

の
最
重
要
課
題
で
あ
る
経
済
成
長
も
減
速
し
た
。
経
済
的
合
理
性
の
観

点
か
ら
は
お
よ
そ
説
明
で
き
な
い
突
然
の
決
定
は
、
し
か
し
、
政
治
的

に
は
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
三
カ
月
後
に
予
定
さ
れ
て
い
た
イ
ン
ド
最

大
の
州
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
（
以
下
、

U
P
州
）
の
州
議
会
選

挙
で
あ
る
。

u
p州
は
、
人
口
規
模
の
大
き
さ
か
ら
下
院
に
お
け
る
最

大
の
議
席
数
を
保
持
し
、
「
U
P
を
制
す
る
者
は
イ
ン
ド
を
制
す
る
」

と
言
わ
れ
る
重
要
州
で
あ
る
。
絶
対
に
落
と
せ
な
い
州
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
モ
ー
デ
ィ
ー
の
言
う
「
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
」
を
だ
れ
が
持

っ
て
い
る
の
か
。
イ
ン
ド
で
は
ル
ピ
ー
の
信
用
が
乏
し
い
こ
と
か
ら
富

裕
層
は
貴
金
属
や
不
動
産
な
ど
、
現
金
以
外
の
形
で
資
産
を
保
持
す
る

こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
標
的
に
な
っ
た
の
は
政
党

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
選
挙
に
お
い
て
現
金
を
ば
ら
ま
く
の
は
イ
ン
ド
で

も
見
ら
れ
る
光
景
で
、
筆
者
も
選
挙
調
査
を
行
な
う
な
か
で
、
現
金
授

受
の
話
は
幾
度
と
な
く
耳
に
し
た
。
イ
ン
ド
で
高
額
紙
幣
廃
止
が
行
な

わ
れ
た
の
は
、
今
回
が
独
立
後
二
回
目
で
あ
り
、
最
初
は

B
J
P
が
初

め
て
中
央
政
権
に
参
加
し
た
ジ
ャ
ナ
タ
ー
党
政
権
期
で
あ
っ
た
。
こ
の

と
き
も
、
下
野
し
た
会
議
派
を
標
的
に
し
た
と
い
う
見
方
が
あ
る
が

（
『
ア
ジ
ア
動
向
年
報
』
二

0
一
七
年
版
、
五
0
六
頁
）
、
今
回
も
野
党
勢
力
の

手
足
を
奪
う
目
的
で
実
施
し
た
可
能
性
が
高
い
。
実
際
に

u
p州
で
は

高
額
紙
幣
廃
止
の
前
に
、

B
J
P
支
持
者
に
対
し
現
金
を
処
分
し
ろ
と

い
う
指
示
が
出
さ
れ
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
で
も
B
J
P
の
最
高
幹
部
が

富
裕
な
資
本
家
を
集
め
て
現
金
を
処
分
す
る
よ
う
助
言
し
た
と
い
う
。

そ
の
結
果
、

U
P
州
議
会
選
挙
で

B
J
P
は
圧
勝
し
た
。
見
事
な
権

謀
術
数
で
あ
る
。
こ
の
勝
利
は
、
狙
い
通
り
今
回
の
二

0
一
九
年
下
院

選
挙
で
の
勝
利
を
導
い
て
い
く
。

ニ
ol
九
年
総
選
挙
の
分
析

昌
圧
勝
劇
を
も
た
ら
し
た
も
の

今
回
の
総
選
挙
は
、
静
か
な
選
挙
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
選
挙
で
あ

れ
ば
街
中
に
溢
れ
る
看
板
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
二

0
一
四
年
総
選
挙
の
時
に
は
、
モ
ー
デ
ィ
ー
の
顔
を
至
る
と

こ
ろ
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
回
は
探
す
の
に
苦
労
し
た
。

B
J

p
幹
部
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
前
回
は
モ
ー
デ
ィ
ー
を
首
相
候
補
と
し
て

有
権
者
に
印
象
づ
け
る
た
め
に
大
規
模
な
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
今
回
は
五
年
間
政
権
を
担
当
し
実
績
を
上
げ

て
き
た
の
で
そ
の
必
要
は
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

低
調
な
選
挙
戦
の
裏
に
は
、
二

0
一
四
年
総
選
挙
時
に
ツ
ナ
モ

(Tunarno: j
津
波
の
よ
う
な
モ
ー
デ
ィ
ー
支
持
の
波
）
と
呼
ば
れ
た
モ
ー
デ
ィ

ー
に
対
す
る
熱
烈
な
支
持
の
不
在
が
あ
る
。
現
地
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
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に
聞
い
て
も
、
今
回
は
前
回
の
よ
う
な
波
は
な
い
、
と
い
う
認
識
で
一

致
し
て
い
た
。
筆
者
の
聞
き
取
り
で
も
、
二

0
一
四
年
に
モ
ー
デ
ィ
ー

に
対
す
る
熱
烈
な
期
待
を
語
っ
て
い
た
あ
る
農
民
が
、
二

0
一
八
年
に

は
「
最
悪
の
政
権
だ
」
と
こ
き
下
ろ
し
て
い
た
。

し
か
し
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
モ
ー
デ
ィ
ー
は
圧
勝
し
た
。

B

J
P
を
主
な
母
体
と
す
る
N
D
A
は
、
前
回
二

0
一
四
年
よ
り
得
票
率

を
六
・
八
％
伸
ば
し
、
四
五
・
五
％
を
獲
得
し
た
。
全
国
紙
『
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
』
紙
と

C
S
D
S
（
発
展
途
上
社
会
研
究
セ
ン
タ
ー
）
の
選
挙
調
査
（
以

下
C
S
D
S
調
査
）
に
よ
れ
ば
、

B
J
P
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
各
層
の
支
持
を

前
回
よ
り
伸
ば
し
て
い
る
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
全
体
で
は
三
六
％
か
ら

四
四
％
に
伸
ば
し
、
上
位
カ
ー
ス
ト
は
四
七
％
か
ら
五
二
％
、
後
進
力

ー
ス
ト
は
三
四
％
か
ら
四
四
％
、
ダ
リ
ト
は
二
四
％
か
ら
一

1

一
四
％
の
上

昇
で
あ
る
。

B
J
P
が
か
つ
て
十
分
に
支
持
を
集
め
ら
れ
な
か
っ
た
後

進
カ
ー
ス
ト
や
ダ
リ
ト
の
支
持
が
、
二

0
一
四
年
選
挙
に
続
く
今
回
の

圧
勝
の
決
め
手
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

冒
何
が
支
持
さ
れ
た
の
か
ー
ー
ピ
ハ
ー
ル
州
調
査
か
ら

悪
化
す
る
雇
用
問
題
、
高
額
紙
幣
廃
止
、
G
S
T
改
革
で
不
利
益
を
被

っ
た
者
が
下
層
階
層
に
多
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
選
挙
結
果
は
奇

異
に
す
ら
思
え
る
。
こ
の
点
を
筆
者
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
の
ネ
ヤ

ジ
博
士
と
共
同
で
行
な
っ
た
ビ
ハ
ー
ル
州
調
査
か
ら
検
証
し
て
み
た
い
。

ビ
ハ
ー
ル
州
は
、

U
P
州
の
東
隣
に
位
置
す
る
人
口
規
模
の
大
き
な
ヒ

ン
デ
ィ
ー
語
州
で
あ
る
。
前
回
N
D
A
は
四

0
議
席
中
三
一
議
席
を
獲

得
し
、

U
P
州
と
並
ん
で

B
J
P
の
勝
利
に
大
き
く
貢
献
し
た
が
、
今

回
は
更
に
議
席
を
伸
ば
し
て
ほ
ぼ
独
占
と
な
る
三
九
議
席
を
獲
得
し
た
。

調
査
デ
ー
タ
は
集
計
を
終
え
た
ば
か
り
で
、
調
整
が
必
要
な
暫
定
値

で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
き
た
い
。
サ
ン
プ
ル
数
二
五
五

八
名
の
う
ち
、

B
J
P
に
投
票
し
た
人
は
一

0
一
五
名
（
三
九
・
七
％
）
、

同
じ
く
N
D
A
主
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
ジ
ャ
ナ
タ
ー
・
ダ
ル
（
統
一
派
）

に
投
票
し
た
人
は
四
七
九
名
(
-
八
・
七
％
）
で
あ
っ
た
。
実
際
の
得
票

率
は

B
J
P
が
二
三
・
六
％
、
統
一
派
が
ニ
―
・
八
％
で
あ
る
た
め
、

N

D
A
の
合
計
と
し
て
は
実
際
の
得
票
率
よ
り
ニ
ニ
％
ほ
ど
高
い
計
算
に

な
る
。
こ
の
点
に
留
意
し
た
上
で
、
支
持
甚
盤
の
社
会
構
成
を
見
る
と
、

上
位
カ
ー
ス
ト
の
七
四
・
一
％
、
後
進
カ
ー
ス
ト
の
五
五
％
（
ヤ
ー
ダ
ヴ

を
除
く
と
六
ニ
・
八
％
）
、
ダ
リ
ト
の
五
九
・
八
％
が
N
D
A
を
支
持
し
て
い

る
。
こ
れ
は

C
S
D
S
調
査
と
、
大
ま
か
な
傾
向
と
し
て
一
致
す
る
。

次
に
争
点
ご
と
の
動
向
を
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
雇
用
問
題
に
つ
い
て

は
、
後
進
カ
ー
ス
ト
の
五

O・
七
％
、
ダ
リ
ト
の
四
九
•
四
％
が
大
変
重

要
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
後
進
カ
ー
ス
ト
の
五
六
・
五
％
、
ダ

リ
ト
の
五
九
・
三
％
が
N
D
A
に
投
票
し
て
い
る
。
次
に
、
「
高
額
紙
幣

廃
止
が
腐
敗
と
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
の
戦
い
に
効
果
が
あ
っ
た
か
」
と
い
う

質
問
に
対
し
て
は
、
後
進
カ
ー
ス
ト
の
六
七
・
一
％
、
ダ
リ
ト
の
六
六
．

五
％
が
「
同
意
す
る
」
「
強
く
同
意
す
る
」
と
回
答
し
、
そ
の
う
ち
、

後
進
カ
ー
ス
ト
の
六
五
•
四
％
、
ダ
リ
ト
の
六
九
％
が
N
D
A

に
投
票

し
て
い
る
。
最
後
に
「
G
S
T
は
良
い
政
策
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、

後
進
カ
ー
ス
ト
の
六
七
・
一
％
、
ダ
リ
ト
の
六
六
・
五
％
が
「
同
意
す

る
」
「
強
く
同
意
す
る
」
と
し
、
そ
の
内
、
後
進
カ
ー
ス
ト
の
六
五
・
七
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％
、
ダ
リ
ト
の
六
五
・
八
％
が
N
D
A
に
投
票
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

こ
れ
ら
の
政
策
で
被
害
を
被
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
社
会
階
層
で
も
、
六

割
を
超
え
る
人
々
が
こ
れ
ら
の
政
策
を
是
認
し
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
六

割
を
超
え
る
人
々
が
N
D
A
に
投
票
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
B
J
P
の
選
挙
綱
領
が
、
第
一
に
安
全
保
障
問
題
を
強
調
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
印
パ
関
係
を
大
変
重
要
と
考
え
る
人
は
、

全
体
の
一
八
・
七
％
に
過
ぎ
ず
、
「
全
く
重
要
で
な
い
」
と
回
答
し
た
人

の
方
が
多
か
っ
た
（
二
0
•
三
％
）
。

こ
の
背
景
に
は
、
経
済
成
長
の
実
感
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
五
年

前
と
比
較
し
た
国
全
体
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
、
後
進
カ
ー
ス
ト
の
七

九
・
九
％
、
ダ
リ
ト
の
八
四
•
四
％
が
「
少
し
よ
い
」
「
と
て
も
よ
い
」

と
回
答
し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
う
ち
六
五
・
ニ
％
、
六
七
・
一
％
が
N
D
A

に
投
票
し
て
い
た
。
自
ら
の
家
計
に
つ
い
て
は
、
一
年
前
と
比
較
し
て

「
少
し
よ
い
」
「
と
て
も
よ
い
」
と
回
答
し
た
後
進
カ
ー
ス
ト
は
五
ニ
・

五
％
、
ダ
リ
ト
は
四
九
・
九
％
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
う
ち
六
三

％
、
六
四
・
七
％
が
や
は
り
N
D
A
に
投
票
し
て
い
た
。

そ
れ
で
は
、
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
迫
害
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
最
初
に

宗
教
別
の
投
票
行
動
を
検
討
す
る
と
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
六
三
・
八
％
が

N
D
A

に
投
票
し
、
ム
ス
リ
ム
の
一
五
•
四
％
が
N
D
A

に
投
票
し
て

い
る
。

C
S
D
S
調
査
で
は
ム
ス
リ
ム
の
六
％
が
N
D
A
に
投
票
し
た

と
あ
る
が
、
筆
者
の
調
査
で
は
、
ム
ス
リ
ム
の
比
率
が
一

O・
九
％
と

実
際
の
人
口
比
（
一
六
・
九
％
）
よ
り
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

こ
の
点
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
モ

ま
ず
前
述
し
た
ア
ヨ
ー
デ
ィ
ヤ
問
題
に
関
し
て
は
、
「
破
壊
さ
れ
た

パ
ブ
リ
ー
・
マ
ス
ジ
ッ
ト
の
跡
地
に
ラ
ー
ム
寺
院
を
建
立
す
べ
き
」
と

い
う
質
問
に
対
し
、
「
同
意
す
る
」
「
強
く
同
意
す
る
」
と
回
答
し
た
人

は
、
全
体
の
八
三
％
に
上
る
。
ラ
ー
ム
寺
院
問
題
を
「
大
変
重
要
」
と

考
え
る
人
が
全
体
の
四
九
％
い
る
こ
と
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
ア
ヨ
ー

デ
ィ
ヤ
問
題
に
対
す
る
関
心
が
か
な
り
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

ち
よ
く
せ
つ

よ
り
直
載
に
「
雌
牛
保
護
団
の
活
動
を
防
ぐ
た
め
に
政
府
は
対
策
を

取
る
べ
き
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
（
サ
ン
プ
ル
数
一
五
四
九
名
）
、

「
同
意
も
反
対
も
し
な
い
」
と
い
う
回
答
が
最
も
多
く
（
四
八
・
六
％
）
、

「
い
く
ら
か
同
意
す
る
」
（
二
四
・
六
％
）
、
「
い
く
ら
か
反
対
す
る
」
（
一

八
・
ニ
％
）
、
「
強
く
賛
成
す
る
」
（
八
・
一
％
）
と
続
い
た
。
「
強
く
反
対
す

る
」
は
0
•
五
％
と
、
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
に
鑑
み
る
と
、
雌
牛
保
護
団
の
よ
う
な
過
激

な
活
動
に
対
し
て
は
無
関
心
、
も
し
く
は
直
ち
に
是
認
で
き
な
い
ま
で

も
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
至
上
主
義
者
の
主
張
に
対
す
る
親
近
感
は
表
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、

B
J
P
に
対
す
る
親
近
感
は
、
党
に
対
す
る
も
の
か
、

そ
れ
と
も
モ
ー
デ
ィ
ー
個
人
に
対
す
る
も
の
か
。
こ
の
点
は
判
別
が
難

し
い
が
、
「
最
も
大
事
な
争
点
に
つ
い
て
ど
の
政
党
が
問
題
を
一
番
良

く
解
決
し
て
く
れ
る
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
N
D
A
を
選
ん
だ
回
答

者
（
全
体
の
七
二
％
）
の
中
で
モ
ー
デ
ィ
ー
を
「
と
て
も
良
い
」
と
評
価

し
た
人
は
、
八

0
％
に
上
っ
た
。
波
は
存
在
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
モ
ー
デ
ィ
ー
に
対
す
る
着
実
な
支
持
は
存
在
し
た
。
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ー
デ
ィ
ー
が
掲
げ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
至
上
主
義
に
対
す
る
親
近
感
も
増
し

て
い
る
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

冒

圧

勝

の

原

因

筆
者
が
観
察
す
る
に
、
今
回
の

B
J
P
圧
勝
の
要
因
は
、
三
つ
あ
る
。

第
一
が
、
経
済
成
長
で
あ
る
。
平
均
成
長
率
七
％
と
い
う
政
府
統
計

に
疑
義
は
出
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
好
調
な
経
済
と
い
う
有
権
者
の
実

感
は
確
か
に
存
在
し
た
。
こ
れ
に
国
政
選
挙
と
州
議
会
選
挙
の
峻
別
と

い
う
判
断
が
加
わ
り
、
国
政
で
モ
ー
デ
ィ
ー
に
代
わ
る
指
導
者
は
い
な

い
と
い
う
認
識
が
投
票
行
動
で
示
さ
れ
た
。
ビ
ハ
ー
ル
州
調
査
で
も
、

モ
ー
デ
ィ
ー
を
「
と
て
も
よ
い
」
と
評
価
し
た
人
は
五
九
・
一
％
に
上

り
、
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
会
議
派
総
裁
の
九
・
七
％
を
突
き
放
し
た
。

第
二
が
、
野
党
連
合
形
成
の
失
敗
で
あ
る
。

u
p州
で
は
社
会
主
義

者
党
と
大
衆
社
会
党
が
連
合
を
組
ん
だ
も
の
の
、
会
議
派
が
加
わ
ら
ず
、

野
党
は
分
裂
し
た
。
ビ
ハ
ー
ル
州
で
は
、
二

0
一
七
年
に
大
連
合
自
体

が
崩
れ
て
し
ま
い
、
劣
勢
を
挽
回
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

最
後
に
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
至
上
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
浸
透
で
あ
る
。

本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
雌
牛
保
護
団
の
活
動
し
か
取
り
上
げ
る
事

が
で
き
な
か
っ
た
が
、
政
府
、
そ
し
て
社
会
の
様
々
な
側
面
で
、
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
至
上
主
義
の
影
響
が
増
大
し
て
い
る
。
教
育
、
と
り
わ
け
高
等

教
育
機
関
へ
の

R
S
S
の
影
響
力
拡
大
が
顕
著
な
例
で
あ
り
、
学
問
の

自
由
、
思
想
・
信
条
の
自
由
と
い
っ
た
基
本
的
人
権
が
脅
か
さ
れ
る
現

状
が
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
す
る
反
撥
よ
り
も
、
無
関
心
、
な
い

し
是
認
す
る
傾
向
の
方
が
強
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

B
J
P
勝
利
の
分
析
を
終
え
る
前
に
、
一
っ
付
言
し
て
お
き
た
い
。

イ
ン
ド
で
は
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
が
二

0
0四
年
総
選
挙
か
ら
本
格
的

に
導
入
さ
れ
た
が
、
今
回
ほ
ど
投
票
の
信
頼
性
が
揺
ら
い
だ
選
挙
は
な

か
っ
た
。

u
p州
で
は
、
ダ
リ
ト
を
支
持
基
盤
と
す
る
大
衆
社
会
党
に

投
票
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

B
J
P
の
ラ
ン
プ
が
点
灯
し
た
様
子
が

S
N
S
で
拡
散
さ
れ
、
投
票
終
了
後
も
、
開
票
前
に
は
選
挙
の
責
任
者

で
あ
る
県
長
官
が
厳
重
に
保
管
し
て
あ
る
は
ず
の
投
票
機
が
持
ち
出
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。
投
票
機
が
表
示
す
る
投
票
総
数
が
有

権
者
総
数
を
上
回
っ
て
い
た
ケ
ー
ス
も
い
く
つ
か
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

モ
ー
デ
ィ
ー
首
相
に
は
選
挙
に
関
す
る
行
動
規
範
(
m
o
d
e
l
c
o
d
e
 o
f
 

c
o
n
d
u
c
t
)

違
反
が
た
び
た
び
訴
え
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
選
挙
管

理
委
員
会
は
不
問
に
付
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
選
挙
管
理
委
員
会
内
部

で
も
対
立
が
起
こ
っ
た
。
記
録
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
以
上
、
投

開
票
の
操
作
が
実
際
に
行
な
わ
れ
た
か
証
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た

だ
、
不
正
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
疑
念
は
今
後
も
残
り
続
け
る
だ
ろ
う
。

モ
ー
テ
ィ
ー
圧
勝
の
行
く
末

今
回
の
選
挙
の
結
果
、
ど
の
よ
う
な
将
来
が
待
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
政
党
政
治
の
仕
組
み
が
変
わ
っ
た
。
変
化
の
兆
し
は
二

0

一
四
年
総
選
挙
か
ら
見
え
始
め
て
い
た
が
、
今
回
の
選
挙
結
果
を
受
け

て
確
か
な
も
の
に
な
っ
た
。

B
J
P
に
よ
る
一
党
優
位
支
配
の
確
立
、

い
わ
ば
「
B
J
P
シ
ス
テ
ム
」
の
成
立
で
あ
る
。

B
J
P
は
、
当
面
は

国
民
民
主
連
合
と
い
う
政
党
連
合
は
崩
さ
な
い
た
め
、
厳
密
に
は
一
党
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優
位
制
と
は
呼
べ
な
い
が
、

B
J
P
が
圧
倒
的
に
強
い
政
党
連
合
に
よ

る
支
配
が
続
く
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
以
前
の
「
会
議
派
シ
ス
テ
ム
」

と
は
二
つ
の
点
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

―
つ
は
、
ネ
ル
ー
支
配
下
の
会
議
派
が
合
意
を
重
視
す
る
性
格
を
持

っ
て
い
た
の
に
対
し
、
モ
ー
デ
ィ
ー
の
ス
タ
イ
ル
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型

の
政
治
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
の
ス

タ
イ
ル
に
近
い
。
イ
ン
デ
ィ
ラ
・
ガ
ー
ン
デ
ィ
ー
の
場
合
、
個
人
支
配

の
強
化
が
会
議
派
組
織
の
弱
体
化
と
一
体
に
な
っ
て
進
行
し
、
会
議
派

支
配
の
崩
壊
を
招
い
た
。

B
J
P
に
も
こ
の
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え

な
い
が
、
親
団
体
で
あ
る
R
S
S
を
軸
と
す
る
強
い
組
織
力
を
考
え
る

と
、
個
人
支
配
の
強
化
は
組
織
力
の
弱
体
化
と
は
必
ず
し
も
結
び
つ
か

な
い
だ
ろ
う
。

B
J
P
は
次
世
代
の
指
導
者
の
育
成
に
余
念
が
な
く
、

今
回
の
選
挙
調
査
で
筆
者
が
訪
れ
た
マ
デ
ィ
ヤ
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
で

は
、
海
外
で
教
育
を
受
け
英
語
を
流
暢
に
操
る
若
い
女
性
が
村
長
と
し

て
修
業
を
積
ん
で
い
た
。
将
来
の
幹
部
候
補
を
育
成
す
る
シ
ス
テ
ム
を

着
実
に
構
築
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
有
権
者
に
よ
る
国
政
と
州
政
治
の
峻
別
が
な
さ
れ
た
と
い

う
分
析
が
正
し
い
と
仮
定
し
た
上
で
の
話
だ
が
、
州
議
会
選
挙
で
B

J

P
が
敗
北
す
る
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る
。
現
時
点
で
多
く
の
州
が

B

J

P
政
権
下
に
あ
る
と
は
言
え
、
会
議
派
シ
ス
テ
ム
期
の
よ
う
な
安
定

し
た
州
政
府
の
支
配
は
保
証
さ
れ
て
い
な
い
。
圧
勝
し
た
モ
ー
デ
ィ
ー

政
権
が
、
内
相
に
転
じ
た
シ
ャ

l
B
J
P
総
裁
を
留
任
さ
せ
、
次
の
州

議
会
選
挙
へ
向
け
て
血
眼
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

第
二
点
目
は
、
経
済
成
長
の
持
続
で
あ
る
。
イ
ン
ド
国
内
の
資
本
家

は
も
と
よ
り
、
日
本
を
含
む
国
際
的
資
本
が
モ
ー
デ
ィ
ー
を
支
持
し
て

い
る
こ
と
は
今
に
始
ま
っ
た
話
で
は
な
い
が
、
権
力
基
盤
を
固
め
た
こ

と
に
よ
り
、
海
外
か
ら
の
投
資
は
さ
ら
に
増
え
る
で
あ
ろ
う
。
長
期
政

権
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
資
金
の
流
入
が
途
絶
え
る
こ
と
は
な
く
、

経
済
成
長
は
基
本
的
に
は
今
後
も
続
い
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
資
本
家

の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
資
本
家
の
利
益
に
か
な
う
改
革
を
よ
り
強
権

的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

最
後
に
、
経
済
成
長
の
陰
で
、
ム
ス
リ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
宗
教
的

少
数
派
に
対
す
る
抑
圧
は
、
隠
密
な
形
で
よ
り
一
層
強
化
さ
れ
る
だ
ろ

う。

N
D
A
の
勝
利
が
宣
言
さ
れ
て
以
来
、
早
速
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る

襲
撃
が
殺
人
を
含
め
て
多
発
し
て
い
る
。
個
別
の
事
件
は
小
規
模
な
が

ら
、
広
範
に
、
か
つ
持
続
的
に
抑
圧
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
抑
圧
の
主
体
は
国
家
で
は
な
く
自
警
団
組
織
で
あ
る
た
め
、
襲
わ

れ
る
側
と
し
て
は
掴
み
所
の
な
い
、
得
体
の
知
れ
ぬ
不
安
に
つ
き
ま
と

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
少
数
派
に
と
っ
て
は
、
「
多
数
の
専
制
」
の
下

で
の
受
難
の
日
々
が
続
く
で
あ
ろ
う
。

イ
ン
ド
民
主
主
義
は
、
七

0
年
の
歴
史
を
誇
る
。
世
界
中
で
リ
ベ
ラ

ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
危
機
が
叫
ば
れ
る
な
か
、
イ
ン
ド
は
そ
の
危
機

の
先
頭
を
走
っ
て
い
る
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
権
力
獲
得
の
た
め
の
道
具
、

そ
し
て
多
数
派
支
配
の
道
具
に
過
ぎ
な
く
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
自
由

と
平
等
と
い
う
理
念
を
実
現
す
る
礎
と
な
る
の
か
、
私
た
ち
は
、
今
ま

さ
に
歴
史
の
分
岐
点
に
立
っ
て
い
る
。


	20210802142052-0002_2R
	20210802142052-0002_1L
	20210802142052-0003_2R
	20210802142052-0003_1L
	20210802142052-0004_2R
	20210802142052-0004_1L
	20210802142052-0005_2R
	20210802142052-0005_1L
	20210802142052-0006_2R
	20210802142052-0006_1L
	20210802142052-0007_2R
	20210802142052-0007_1L



